
R

棋
の

「

秋

非ーー
我

獨

秋―
」

の

典

拠

と

影

響

日
本
に
お
け
る
「
白
氏
文
簗」
の
流
伝
盛
行
の
由
来
に
言
及
し
た
大
江
匡

み＊と

房
の
「
江
談
抄」
の
記
事
に
拠
れ
ば 、

嵯
峨
天
慶
が
或
る
時
河
隔
館
に
幸
し

て
作
ら
せ
ら
れ
た
御
製
の
一
首
の
中
に 、

ヂテ
ヲ
ダ
9

リ
テ^
―ー
カ-1
ム

ノ

•

閲
閣
唯
聞
朝
暮 ．

登レ
捜
這
望
往
来
船

の
二
句
が
あ
っ
た 。

帝
は
御
心
あ
っ
て 、

小
野
笙
を
召
し
て 、
こ
れ
を
お
示

し
に
な
る
と、

笙
は
拝
吟
し
て 、
や
が
て
畏
っ

て 、

「
御
製
ま
こ
と
に
結
構

で
御
座
り
ま
す
る
が 、

恐
れ
な
が
ら
「
造」
の
一
字
を
「
空」
と
改
め
さ
せ ．

も
9
し
あ

ら
る
れ
ば 、

更
に
上
も
な
く

立
派
に
な
る
で
御
座
り
ま
せ
う」
と
葵
上
げ
た 。

帝
は
び
っ
く
り

遊
ば
さ
れ
て 、

「
偉
い
な 。
こ
の
句
は
実
は
白
氏
の
句
で 、

そ
れ
を
以
て 、
一
っ
其
方
を
試
し
て
み
た
の
だ
が 、
「
逢」
の
字
は
も
と

mu

、
と
あ
っ
た
の
だ 。

其
方
の
詩
情
は
ま
る
で
楽
天
そ
の
ま
ま
で
あ
る
ぞ」
と
仰

せ
ら
れ
た 。

こ
の
逸
話
の
次
第
は 、

当
時
渡
来
し
た
「
白
氏
文
集」
は 、

唯
だ
御
所
に

秘
蔵
さ
れ
て
い
る
一
部
だ
け
で
あ
っ
た
が 、

帝
は
こ
れ
を
叡
覧
あ
っ

て
後
に

行
幸
が
あ
り 、
こ
の
一
聯
を
人
知
れ
ず
御
製
の
中
に
取
入
れ
て 、

笙
の
オ
を

試
み
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た 。

当
時
笙
の
オ
名
は
恵
土
ま
で
聞
え
て
い
た 。
そ
し
て
楽
天
は
箪
が
来
唐
の

日
を
待
ち
焦
が
れ
て 、

懃
望
の
詩
ま
で
を
作
っ
た 、
と
い
わ
れ
た 。

従
っ

て 、

白
楽
天
の
詩
集
が
そ
の
生
前
に
既
に
日
本
に
流
伝
し
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う 。

当
時
王
朝
詩
壇
は 、

白
氏
に
対
し 、

仰
望
的
閲
心
を
持
ち 、
或
る

者
は
白
氏
の
句
を
取
り

入
れ
た
り 、

或
る
者
は
白
氏
の
詩
の
調
子
を
真
似
た

り 、

或
る
者
は
白
氏
の
句
と
の
暗
合
を
喜
ん
だ
り
し
た 。
ま
た 、

江
家
の
人

々
が
次
々
と
天
皇
の
侍
読
と
し
て
「
白
氏
文
簗
J
を
進
講
し
た
こ
と
以
外
に

数
多
く
の
逸
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る 。
江
家
が
白
氏
を
喜
び 、

文
集
を
研
究

し
た
事
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う 。

「
枕
草
子」
に 、

「
文
は
文
集 、

文
選 、
は
か
せ
の
申
文」
と
あ
っ

て 、

つ
ま
り

詩
文
集
の
首
位
に
「
白
氏
文
集」
が
殴
か
れ
て
い
る 。
そ
し
て 、
n
叫

氏
物
語」
に
も
「
白
氏
文
集」
か
ら
の
多
数
の
影
響
が
窺
え
る 。

更
に
「
和

淡
朗
詠
集」
の
浜
詩
で
は 、

白
楽
天
の
作
品
が
大
量
に
収
め
ら
れ
た 。

「
千

戦
佳
句」
上
下
二
巻
に
そ
の
詩
句一
千
八
十
二
首
の
う
ち 、

「
白
氏
文
集」

よ
り
採
録
さ
れ
た
も
の 、

大
凡
五
百
三
十
五
首
に
及
ぶ
と
推
測
さ
れ
て
い
る 。

楽
天
の
詩
文
が
日
本
の
文
項
に
磁
ん
ぜ
ら
れ 、

盛
ん
に
愛
誦
せ
ら
れ
た
事

は 、

以
上
の
間
単
な
叙
述
に
よ
っ
て
も
既
に
明
か
だ
ろ
う 。
こ
れ
よ
り

他
に

「
平
家
物
語」
や
「
太
平
記」

、

「
徒
然
草」
や
謡
曲
に
出
て
く
る
事
は 、

黄

幼

欣

-14-



と
明
記
し
て
い
る。
だ
が、

大
江
の
「
月
み
れ
ば」
の
歌
が
前
掲
し
た
楽
天
の

長

大
抵
世
間
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り、
こ
こ
に
は
省
略
す
ろ
と
し
よ
う。
た
だ

し
か
し、

あ
ま
り
に
も
白
楽
天
の
盛
名
が
喧
伝
さ
せ
ら
れ
た
せ
い
か、

恐
る
ペ

き
こ
と
は、．
一
犬
虚
に
吠
え
て
萬
犬
実
を
伝
ふ、
一
人
唱
ふ
れ
ば、

衆
口
金

を
と
か
す
に
至
ろ
こ
と
で
あ
ろ。

例
え
ば、

白
楽
天
の
「
燕
子
楼
中
霜
月
夜、

秋
来
只
為一
人
長」
か
ら
の
翻
案
で
あ
ろ
う、

と
世
間
に
推
測
せ
ら
れ
て
い

た
菅
公
の
「
此
秋
独
作
二
我
身
秋
こ
ゃ、

大
江
千
里
の
「
我
身
ひ
と
つ
の

秋
に
は
あ
ら
ね
ど」
と
い
う
二
句
は
そ
の
例
で
あ
ろ。

大
江
千
里
が
詠
じ
た
歌
「
月
見
れ
ば
ら
ゞ
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身

ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
は
r
古
今
集」
の
秋
上一
九
三
に
は、
是
貞
親

王
家
の
歌
合
に
よ
ん
だ、

と
い
う
詞
害
が
つ
い
て
い
る。

恐
ら
く
は
「
白
氏

文
集」

巻
十
五
「
燕
子
捜
三
首
井
序」
（
元
和
十
年）
の
函
gレ
窓
明
月
満レ
簾

霜

被
冷
燈
残
払ーー
臥
床―
‘

燕
子
襖
中
霜
月
夜、

秋
来
只
為
i―
一
人一
長」

（
千
里
の
「
句
四
和
歌
セ
所
収）
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
「
古

今
余
材
抄」
（
岩
波
舎
店
「
契
沖
全
集」
八）
の
説
が
あ
ろ。

他
に、

r
古

今
栄
雅
抄」
に、

月
は
陰
気
な
れ
ば。

打
な
が
む
れ
ば
心
す
み。

あ
は
れ
を
す
A
め
て
ら

ゞ
に
も
の
が
な
し
け
れ
ば。

わ
が
身
ひ
と
つ
の
や
う
に
党
ゆ
る
を、

我

身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
ヽ
い
ふ。

白
居
易

秋
来
只
為
三
人一

詩
句
「
秋
来
只
為
l

i

一
人
l

長」
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
説
に
対
し、

塚
原

鉄
雄
氏
は
疑
問
を
出
し、

本
当
は
元
租
の
詩
句
「
秋
非
二
我
独
秋ー
」
(

at

秋
＋
首」
よ
り、

元
和
六
ー
九
年
作）
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か、

と
竹
岡
正
夫
氏
へ
の
私
償
に
指
摘
し
た
（
「
古
今
和
歌
集
全
評
釈
古
注
七
菰

築
成
」

上、
五
九
0
頁、

竹
岡
正
夫
著、

右
文
誓
院、

昭
和
五
十
一
年）
。

一
方、

楽
天
の
詩
句
か
ら
の
翻
案
と
い
う
説
と
違
っ
て、

「
延
五
記」
に

は、

「
古
文
孝
経」
三
才
章
注
「
日
月
不
下
為
-

l

一
物
二
晦
中
其
明
上
」
に

拠
り、

月
は
無
心
な
が
ら、

わ
が
心
に
よ
り、

月
に
愁
い
を
見
る、

と
解
す

る
説
が
あ
る。

竹
岡
氏
の
「
古
今
和
歌
渠
全
評
釈」
に
拠
っ
て、

千
里
の
歌
を
訳
し
て
み

れ
ば、

、
、

月
を
見
る
と、

千
と
ば
か
り
に
物
が
悲
し
い。

わ
が
身
ひ
と
り
の
秋
で

は
な
い
の
だ
け
れ
ど。

と
な
る。

竹
岡
氏
は、

千
里
の
歌
を
一
語
一
語
が
漢
語
の
翻
訳
と
い
う
感
じ

で、

曲
折
・
陰
影
に
宮
ん
だ
テ
ニ
ヲ
ハ
の
使
用
も
少
な
く、

和
歌
独
自
の
細

や
か
な
情
感
の
表
現
に
乏
し
い
感
が
あ
ろ、
と
評
し
て
い
る。

更
に、

こ
の

歌
に
「
ら
ぢ」
と
い
う
語
を
用
い
て、

下
の
「
一
っ
」
の
対
が
ね
ら
い
で、

内
容
が
観
念
的
で
あ
る、

と
も
い
う。
つ
ま
り、

上
の
「
ち」
は
千
の
意、

下
の
「
ら」
は
物
を
数
ふ
る
辞
で、

は
た
ら、
み
そ
ぢ
の
ら
に
同
じ
で
あ
り�

―
つ
二
つ
の
つ
の
通
転
で
あ
る。

＇

＇
漢
字
の
逐
語
訳
と
い
う
角
度
か
ら
見
れ
ば、

私
は
塚
原
氏
の
指
描
に
頗
る

賛
成
す
る。
そ
れ
に
奥
味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
で、

本
文
に
お
い
て、

元
狽
の
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元
積
（
七
七
九
ー
八
三
一
）
は、
河
南
洛
闇
の
人
で
あ
り、

字
は
微
之
で

あ
る。
十
五
歳
で
明
経
科
に
抜
ん
で
ら
れ、

校
書
郎
に
補
せ
ら
れ
た。

唐
憲

宗
の
元
和
元
年
（
八
0
六）
、

白
楽
天
と
同
時
に
対
策
し
て
制
科
第一
に
挙

げ
ら
れ、

左
拾
遺
を
授
け
ら
れ
た
が、
し
ば
し
ば
天
子
に
上
書
し
た
た
め、

権
臣
に
憎
ま
れ
て、

河
南
の
尉
に
左
遷
さ
れ
た。
の
ち、

元
和
五
年`

監
察

御
史
に
進
ん
だ
が、
路
上
に
宦
官
と
争
っ
て、
江
陵
の
土
留
参
軍
に
お
と
さ

れ
て、
元
和
十
年、
通
州
司
馬
嗅
州
長
史
に
転
任
し
た。
通
州
に
蕊
居
す
る

期
閲、

胸
中
の
憂
鬱
を
発
散
す
る
た
め、

大
累
の
詩
歌
を
創
っ
た。
元
和
の

末
年、

膳
部
員
外
郎
と
し
て
都
の
長
安
に
よ
び
も
ど
さ
れ
る
と、

中
沓
舎
人

か
ら
エ
部
侍
郎
に
進
み、

穆
宗
の
長
慶
二
年
（
八
二
二）
に
は
同
中
書
門
下

平
章
事
に
進
ん
で、

宰
相
の
地
位
に
つ
い
た
が、

間
も
な
く
罷
免
さ
れ、

郡

州
剌
史
兼
武
昌
節
度
使
に
転
出
し
て
死
ん
だ。

元
植
は
中
唐
の
代
表
的
詩
人
で
あ
り、

白
楽
天
と
は
特
に
親
し
い
交
わ
り

心
を
結
び、

盛
ん
に
詩
の
唱
和
を
し
て
い
た。
楽
天
は
「
詩
経」
の
諷
誼
の
精

神
を
再
興
さ
せ
つ
つ、
楽
府
の
本
領
を
継
承
せ
ん
と
し、

社
会
批
判
を
盛
り

込
ん
だ
新
文
学
運
動
を
ひ
き
起
し
た。
そ
し
て、
そ
の
運
動
の
結
渠
と
も
い

う
べ
き、
い
わ
ゆ
る
「
新
築
府」
が
多
量
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て、

後

漠
以
来
八
百
年
継
承
さ
れ
て
き
た
楽
府
は、
こ
こ
に
お
い
て、
空
前
の
リ
パ

イ
バ
ル
を
見
た。
楽
府
を
作
る
最
後
の
詩
人
と
な
っ
た
新
楽
府
の
作
者
ら
の

「
秋
非
＝
我
独
秋
1

」
と
い
う
詩
句
の
原
典
を
推
考
し
て
み
た
い。

中
に、

元
栴
が
そ
の
一
人
で
あ
り、

楽
天
と
共
に
相
携
え
て
新
楽
府
運
動
推

進
の
一
翼
を
担
っ
たo

元
和
四
年、
元
胆
は
「
和
l一
李
校
害
二
釈
題
築
府
十
二
首」
を
創
り、
そ

の
序
に
「
雅
有
こ
m
レ
謂、

不
1一
虚
為
て
文」
と
主
張
し
た。
江
陵
に
貶
鏑

せ
ら
れ
て、

元
和
十
二
年
H
否生
古
阻』
序
と
十
九
首
を
創
り、
そ
の
序
に、
楽

府
の
後
世
の
詩
人
達
に
提
供
し
た
挫
富
の
詩
想
に
つ
い
て、

其
有
下
雖
レ
用――
古
因—
、
全
無ー一
古
義一
者
（
略）
其
或
頗
同――
古

義一
、

全
創――
新
詞—‘
者
上。

と
述
べ
た。
そ
れ
に、
こ
の
二
作
の
間
に、

即
ら
元
毬
が
江
陵
に
諦
居
し

た
期
間
に`

「
解
秋
十
首」
（
元
和
六
ー
九
年）
が
創
作
さ
れ、
詩
の
中
に

も
古
楽
府
か
ら
話
句
を
引
用
し
た
例
が
見
え
る。

淡
の
揚
雄
は
世
人
の
咽
笑

を
弁
解
し
て
「
解
嘲」
一
篇
を
作
っ
た
例
が
あ
る
の
で、
こ
こ
で
の、

元
積

岱
秋
十
首」
も、
秋
＠
恵
味
を
解
き
明
す、
と
解
釈
す
れ
ば、

間
違
い
無
い

だ
ろ
う。
そ
の
「
解
秋
十
首」
の
中
で
古
楽
府
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
は
六
首

目
に
見
え
ろ。

春
非――
我
独
春
ズ

秋
非
乞
我
独
秋一
、

社
念ーー
百
草
死
—
‘

但
念
霜
満
こ
頭、

頭
白
古
所
レ
同、

胡
為＿＿
坐
煩
憂―
`

茫
茫
百
年
内`

処
レ
身
良
未
レ
休。

調
査
し
て
み
る
と、
こ
の
「
春
非＿＿
我
独
春＿
、
秋
非――
我
独
秋ー
」
と
い

う
二
句
は、

実
は
楽
府
詩
歌
の
「
郊
祀
歌
十
九
章」
の
「
B
出
入」
（
九
章

目）
の
「
故
春
非
I

l

我
春ー
（
略）
秋
非――
我
秋ー
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る。

漢
の
武
帝
の
時
に、

天
地
を
祀
ろ
と
き
に、

う
た
わ
れ
る
ぺ
き
う
た
と
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じ
て
「
郊
祀
歌
十
九
章」
が
臣
下
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た。

嘉
杞
歌
十
九
章」

に
つ
い
て
は、

「
史
記
・
築
害
」
、

r
漠
杏
・
稼
築
志」
に
説
明
が
あ

る。

r
漢
魯
・
租
築
志』
に
お
い
て、

武
帝
が
郊
祀
の
稼
を
定
め、

さ
ら
に

楽
府
を
設
岡
し
た
と
い
う
こ
と
を
述
ぺ
た
あ
と
に
続
け
て、

次
の
よ
う
に
言

わ
れ
る。以＿一

李
延
年
；g-一
協
律
都
尉
l

、

多
挙
二
司
馬
相
如
等
数
十
人一
造

為
-

1

詩
試
ズ

略
論
己
律
呂
一
、

以
合
l

l

八
音
之
調
一
、

作
二
十
九

章
之
歌
—
、

以
二
正
月
上
辛
ズ

用l-
m
甘
泉
閲
匠
一
、

使
孟皿
男
女

七
十
人
倶
歌
—
‘

昏
祠
至
＝
明
夜一
、

常
有――
神
光
一
如ー』
流
星—
‘

止
集――
子
祠
坦
—
、

天
子
自
l一
竹
宮
l

而
望
拝、

百
宮
侍
レ
祠
者
数
百

人、

皆
梁
然
動
レ
心
焉。

r
史
記』
の
「
操
宙」
に
は
「
郊
祀
歌
十
九
添」
を
創
っ
た
と
き
の
は
な

し
と
し
て、

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

至
l
l

<(r
上
即
位—
、

作
＝
＋
九
章-
‘

令＿―-
侍
中
李
延
年
次
-

1

序
其
墜
f

拝
為――
協
律
都
尉一
、

通1-
―
癌一
之
士、

不
レ
能
-
i一
獨
知＝
l

其
辞
l

`

皆
集――
會
五
糀
家＿
、

相
興
共
講
習
談
レ
之、

乃
能
通-l
知
其
意—
‘

多
l一
溺
雅
之
文
-
.

「
郊
祀
歌
十
九
章」
は
司
馬
相
如
ら
の
文
人
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
け
れ
ど、

そ
の
歌
辞
は
難
解
で、
た
だ
一
経
専
門
の
学
者
で
は
そ
の

意
味
が
つ
か
み
か
ね、

五
経
専
門
の
人
を
集
め
て
共
に
講
読
し、

は
じ
め
て

そ
の
意
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
た、
そ
の
用
語
は
r
溺
雅」
に
よ
る
も

の
が
多
か
っ
た、

と
司
馬
遷
は
言
う。
こ
の
「
史
記』
の
記
述
は、

「
漢
也」

四

に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
見
て、

ど
こ
ま
で
信
ぜ
ら
れ
る
か
と
い

う
疑
問
が
あ
る
け
れ
ど
も、

逸
話
と
し
て
は
面
白
い。
そ
れ
に、

現
在
に
残
さ

れ
て
い
る
「
郊
祀
歌
十
九
章」
は
「
溺
雅』
を
取
り
出
し
て
読
ま
な
け
れ
ば

読
め
な
い
よ
う
な、

そ
れ
は
ど
に
難
解
な
も
の
で
は
な
い。

「
郊
祀
歌
十
九
章」
の
中
に
は
整
然
と
し
た
四
言
詩
形
に
従
う
も
の
が
八

章
あ
る
と
共
に、
一
方
ま
た一
1一
言
を
整
然
と
重
ね
る
形
が
七
章
八
編
あ
る。

そ
れ
ら
の
四
言
詩
は
な
か
な
か
完
成
度
の
高
い
作
品
と
な
っ
て
お
り、

安
世

房
中
歌
に
お
け
る
四
言
の
作
品
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。

三
言
の

リ
ズ
ム
に
従
う
も
の
は、

用
語
に
お
い
て
も、

ま
た
祭
事
の
考
え
方
に
お
い

て
も、

「
楚
辟」
の
「
九
歌」
に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る。
た
だ
し
か
し、
「
日
出
入
」
第
九
は
そ
の
性
格

が
明
か
で
は
な
く、

ほ
と
ん
ど
押
韻
も
し
て
お
ら
ず、

殊
に
形
が
乱
れ
て
お

り、

雑
言
体
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る。

「
隋
也
•
音
築
志
J

上
に
言
う、

武
帝
裁
1一
音
卸
之
墟
一
、

定
-

l

郊
丘
之
祭
一
、

頗
雑
蘊
謡
非
-

l

全
雅
什。

と
は、

と
く
に
「
日
出
入」
等
の
雑
言
体
の
作
品
を
指
し
て
批
判
し
た
も
の

で
あ
ろ
う。
に
も
拘
ら
ず、

後
世
の
詩
人
元
栖
は
そ
れ
か
ら
発
想
し
て
「
解

秋
十
首」
を
作
っ
た。

漠
の
作
品
に
お
い
て、・
無
常
感
に
つ
ら
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は

こ
の
「
郊
祀
歌
十
九
章」
の
一
日
出
入」
で
あ
る。

そ
れ
は
次
の
よ
う
に
そ

の
辞
句
を
展
開
さ
せ
て
い
る。
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日
出
入
安
窮、

時
世
不
1一
興
レ
人
同一
、

故
春
非
I
J

我
春＿
、
夏
非
乏
戎

夏＿
、

秋
非――
我
秋一
、

冬
非
1一
我
冬
1

、

泊
如ーー
四
海
之
池—
‘

襴

観
是
耶
謂
レ
何、

吾
知
レ
所
レ
榮、

獨
簗――
六
龍
ズ
六
請
之
調、

佼
l

我
心
若
（
l

作
苦）

ズ

誓
黄
其
何
不
1一
採
下ー
。

こ
の
作
品
に
解
釈
を
下
し
て、
晉
灼
は
言
う、

言
人
壽
不
い
能
レ
安
固
f

如
-

l

四
海
ズ
須
載
是、
乃
知
-

l

命
甚
促—‘

謂
何、

嘗
1一
如
之
何一
也°

'

「
安
窮」
と
は、
意
味
は
「
不
窮」
に
近
く、
「
無
窮」
と
い
う
こ
と
に
通

ず
る。

武
帝
の
子
の
属
王
詈
の
「
歌」
に
も
I

欲
1一
久
生一
分
無
レ
窮、

長

不
レ
築
合
安
窮」
と
言
う。
王
先
謙
の
補
注
に、
こ
の
腐
王
街
の
「
歌」
の

意
を
説
明
し
て、
「
既
死
為
レ
鬼
則
長
不
し
築、

安
有
-

l

窮
極
ユ3」
と
い

っ
て
い
る。
「
泊」
に
つ
い
て
は、

顔
師
古
の
注
に
「
泊、

水
貌
也」
と
あ

る。
「
泊
如
四
海
之
池」
と
は
不
安
定
な
さ
ま
は
四
方
の
海
の
と
と
く
で
あ

る、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う。
や
や
後
の
言
葉
で
あ
る
が、

晉
の
木
撃
の
涵
t

賦」
に
「
潤
泊
栢
而
追
麗」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る。
「
泊
栢」
は
小
波。

「
泊」
と
い
う
言
葉
は
そ
れ
自
体
で、
波
が
た
だ
よ
う
さ
ま
を
示
す。
海
を

｀

池
を
も
っ
て
称
す
る
例
は
枚
乗
の
「
上
書
重
諫――
呉
王
一
書」
に
「
朝
夕
之

池」
と
い
う
言
葉
が
あ
る。
こ
れ
に
つ
い
て、
「
文
選」
の
張
銑
の
注
に
祠
5

夕
池、
海
也」
と
あ
る。
r
史
記」
の
「
日
者
停」
に
も
「
地
不
レ
足＿＿
東

南一
、

以
こ
海
為
レ
池」
と
い
う。
「
六
龍」
と
は
劉
向
は
「
六
龍、
日
駕
也、

不
こ
可
1
l

頓
而
止
b

之」
と
解
釈
す
る。
王
逸
は
「
結
-
l

我
車
轡
於
-
1

扶
桑
f

以
留
レ
日、

幸
得
＝
延
年
壽一
也」
と
言
う
け
れ
ど
も、
r
荘
子」
を
見
れ
ば

「
黄
帝
曰、

陰
陽
四
時
迎
行
各
得＿一
其
序
こ
と
言
う。
一
方、
晉
の
郭
瑛

の
「
滸
仙
詩
七
首」
の
三
首
目
を
見
れ
ば、
「
日
出
入」
の
瑛
き
は
分
り
や

す
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
う。

六
龍
安
可
レ
頓、

運
流
有
-

l

代
瑚
ズ

時
甕
感
-

l

人
思—
‘
己
秋
復
願レ

夏.

.

.

そ
れ
か
ら、
「
日
出
入」
に
お
け
る
「
誓
賀」
と
は
龍
翼
馬
身
の
神
馬
で
あ

る。
「
漢
裕、
粗
築
志」
に
應
邪
の
注
が

砦
黄、
一
名
乗
黄、

隅
翼
而
馬
身、

黄
帝
乗
レ
之
而
仙゚

と
言
っ
て
い
る
の
で、

「
誓
黄
其
何
不
-
l

採
下ー
」
は
神
馬
の
来
下
し
な
い

の
を
嘆
ず
る
意
で
あ
ろ
う。

「
日
出
入」
の
意
は
人
寿
の
短
い
こ
と
を
歎
き、
六
龍
に
駕
し
て
滸
仙
す

る
志
を
述
ぺ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど、

太
陽
の
迎
行
が
無
窮
で
あ
り、
四
季

の
推
移
変
化
は
毎
年
同
じ
で
あ
る
の
に、

「
時
世」
、

即
ち
時
な
い
し
時
代

は
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
く、

不
安
定
な
さ
ま
は
四
方
の
海
面
の
ビ
と
く
で
あ

る
と
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る。
そ
こ
に
は、
人
間
が
生
存
す
る
時
世
の
は

か
な
さ
を
う
ら
む
感
情
が
示
さ
れ
て
い
る。

前
漢
に
人
命
の
は
か
な
い
こ
と
を
咲
く
悲
哀
感
が
確
実
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
こ
こ
に
明
か
で
あ
る。
古
詩、
古
歌、
建
安
詩
に
お
い
て、

無
常
へ

の
慰
め
は
し
ば
し
ば
現
実
の
瞬
時
の
生
活
の
享
楽
と
神
仙
世
界
へ
の
憐
恨
に

赴
く。
そ
れ
は
中
国
在
来
の
伝
統
思
潮
で
あ
る
神
仙
思
想
を
ふ
ま
え
た
も
の

で、
そ
れ
へ
の
個
憬
が
文
学
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る。
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元
和
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て、

江
陵
に
鏑
さ
れ
た
元
祖
は
ち
ょ
う
ど
壮

年
に
あ
た
る
時
期
で
あ
り、

オ
能
が
認
め
ら
れ
ず、

胸
中
の
憂
鬱
を
洩
ら
す

た
め
に
口
日
出
入
」
の
う
た
に
感
銘
し
て
そ
の
言
葉
を
引
用
し
た。

元
菰
は

函
非ーー
我
登（
略）
秋
葬
l

我
秋ー
」
の
語
句
を
借
用
し、
「
春
非
二
我
獨
春
f

秋
非ー一
我
獨
秋＿
」
と
い
う
五
言
古
体
詩
に
書
き
下
し
た。

し
か
も
「
時
世

不
1

乙
？
人
同ー
」
と
い
う
語
句
に
お
け
る
悲
嘆
の
精
神
を
「
頭
白
古
所
レ

同」
と
い
う
表
現
に
変
え
た。

元
租
は、

単
な
る
時
閻
・
自
然
の
推
移
へ
の
悲
哀
感
を
表
わ
す
の
み
な
ら

ず、

推
移
の
悲
哀
に
よ
っ
て、

自
分
の
壮
年
に
あ
た
る
光
陰
の
浪
喪
・
才
能

の
充
分
発
揮
で
き
な
い
不
運
を
嘆
く
の
で
あ
る。
た
だ
し
か
し、

詩
人
は
神

仙
思
想
に
恨
れ
は
し
な
い。

と
い
う
の
は、

「
日
出
入」
は
宮
中
詩
歌
で
あ

り、

詩
歌
を
創
る
の
は
漢
武
帝
の
為
で
あ
り、

長
寿
し
た
い
の
は
殿
上
人
で

あ
る。

元
租
は
現
実
の
社
会
詩
人
で
あ
る
ゆ
え
に、

庶
民
生
活
の
実
感
と
し

て
感
じ
と
ら
れ
た
情
緒
を
あ
り
の
ま
ま
に、

詩
歌
で
う
た
う
諷
諭
詩
人
で
あ

っ
た。

現
実
の
社
会
に
見
ら
れ
る
不
安
定
な
姿、

そ
こ
か
ら
溢
れ
て
く
る
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
不
安、

さ
ら
に
各
人
の
生
活
に
ま
で
結
び
つ
い
た
不
安
と
不

満
が
根
底
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
当
時
謗

さ
れ
た
元
租
の
言
い
た
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う。

「
楚
歌
十
首」
（
元
和
五
S
九
年）
十
首
目
を
見
れ
ば、

詩
人
元
横
の
心

境
を
充
分
了
解
で
き
る
と
思
う．

五

菅
原
道
真
は
太
宰
府
に
流
諦
さ
れ
た
際
に
「
白
氏
文
集」
を
携
帯
し、

幽

六

八
荒
同――
日
月一
、

萬
古
共
-

l

山
川
一
、

生
死
既
由
ビ
命、

興
衰
還
付
レ
天、

棲
棲
王
築
広、

憤
憤
屈
平
篇、

各
自
埋
二
幽
恨—‘

江
流
終
宛
然゚

当
時
の
元
柑
の
心
情
は
ま
さ
に
失
意
の
境
遇
に
在
っ
た
建
安
七
子
の
一
人
で

あ
る
王
榮
と、

王
に
疎
ん
ぜ
ら
れ、

石
を
抱
き
泊
羅
江
に
投
身
し
て
死
ん
だ

屈
原
と
に
託
さ
れ
て
い
る。

「
日
出
入」
は
漢
武
帝
の
臣
下
の
創
っ
た
詩
歌
で
あ
る
の
で、

武
帝
の
神

仙
思
想
へ
の
個
恨
が
濃
く
看
取
で
き
る
が、

庶
民
性
が
乏
し
い。

元
来、

武

帝
は
楽
府
の
官
制
を
改
革
し
て、

博
く
四
万
の
風
謡
を
採
り、

新
た
に
詩
賦

を
作
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
向
を
持
っ
て
い
た
が、

「
郊
祀
歌
十
九
章」
は
違

う。

民
間
の
詩
歌
で
は
な
く、

む
ろ
ん、

政
治
へ
の
不
満
が
表
わ
れ
て
い
な

、
。
’>
 後

世
の
元
祖
は
新
楽
府
（
音
楽
と
相
待
っ
て
い
な
い
）
運
動
推
進
の
一
貝

と
し
て、

「
郊
祀
歌
十
九
章」
の
「
日
出
入
」
第
九
に
目
を
投
じ
て`

「
春

非
-

l

我
春
＿
。

秋
非ーー
我
秋ー
」
と
い
う
語
句
を
借
用
し、

表
面
的
に
は
時

間・
自
然
の
推
移
へ
の
悲
哀
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
み
せ
な
が
ら、

根
本
的

に
は
現
実
社
会
を
反
映
さ
せ、

神
仙
思
想
を
排
除
し
よ
う
と
す
る。

一
方、

中
国
の
漢
詩
か
ら
影
匿
を
受
け
た
13
本
の
歌
人
達
は
こ
れ
を
ど
う

吸
収
し
て
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
か。
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室
に
こ
も
っ
て
こ
れ
を
愛
読
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ろ。

菅
公
は、

他
人
の
辞

句
を
補
綴
し
て
わ
ず
か
に
詩
の
形
を
な
す
摸
倣
で
は
な
く、

完
全
に
独
自
の

鬱
函
を
吐
露
し、

悲
愁
を
詠
嘆
し
よ
う
と
し
た。

延
喜
元
年
九
月
十
五
日
に

よ
ま
れ
た
「
秋
夜」
の
詩
に、

黄
萎
顔
色

白

霜

頭
。

況

復

千

餘

里

外

投。

昔
被
ー一
榮
花
笞
組
純
ー
。

•
今
為＿一

貶
築
草
莱
囚
一
。

月
光
似
レ
鏡
無
レ
明
ヒ
罪
。

風
氣
如
レ
刀
不
レ
破
レ
愁
゜

随
レ
見
紐
レ

聞
皆
惇
慄゚

此
秋
獨
作
ーー
我
身
秋
一
。

昔
は
榮
花

今
は
貶
謗

(
r
菅
家
後
集」

よ
り）

と
書
い
て
い
ろ。

日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
っ
て
解
釈
す
れ
ば、

黄
に
萎
め
ろ
函
色

白
き
霜
の
頭

ぃ
n

い
た

況
復
む
や
千
除
里
の
外
に
投
れ
ろ
を
や

し
U
そ

ゆ
〇
つ
な

誓
組
に
詞
が
れ
き

草
裸
の
囚
た
り

罪
を
明
む
る
こ
と
な
し

月
の
光
は
鏡
に
似
た
れ
ど
も

風
の
気
は
刀
の
如
く
な
れ
ど
も

愁
へ
を
破
る
こ
と
あ
ら
ず

見
る
に
随
ひ
聞
く
に
随
ひ
て

み
な
惨
慄

此
の
秋
は
獨
り
我
が
身
の
秋
と
知
り
た
り

で
あ
ろ
。

こ
こ
に、

注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
結
尾
の
「
此
秋
獨
作
乏
戎
身
秋ー
」

七

で
あ
ろ。

そ
れ
は
確
か
に
楽
天
の
「
燕
子
捜
詩
三
首
井
序」

の
「
秋
来
只
為
i

一
人
一

長」

（
燕
子
捜
中
に
寡
居
し
て
い
ろ
と、

つ
く
づ
く
夜
の
長
き
を
感

ず
ろ
）

と
通
ず
ろ
気
持
が
あ
る
（
平
泉
澄
r
芭
蕉
の
悌
J

所
収
「
白
発
天」

日
本
祖
院、

昭
和
廿
七
年）

が、
一
方、

元
揖
の
「
表
夏
十
首」

＼
九
年）

の

紅
絲
散ーー
芳
樹
ズ

旋
飩
光
風
急、

煙
乏
被＿一
簾
香
1

、

露
濃
放
面
毯、

0

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

佳
人
不
レ
在
レ
此、

恨
望
階
前
立、

忽
限-]
夏
景
長
—
、

今
春
行
已
及。

（
傍
点
筆
者）

を
見
る
と、

そ
れ
は
故
人
と
な
っ
た
徐
州
刺
史
張
恒
の
愛
妓
扮
扮
に
代
っ
て

寡
居
の
苦
況
を
述
ぺ
ろ
白
楽
天
の
「
燕
子
梱
三
首
井
序
」
の
「
秋
来
只
為
一

人
長
」
の
う
た
と
同
じ
趣
向
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

だ
か
ら、

一。2

た
だ
楽
天
の
「
秋
来
只
為＿
l

-

人
一

長
」

を
提
出
し
て、
そ
れ
を
菅
公
の
「
此

一

秋
独
作
-I

我
身
秋

こ
の
発
想
で
あ
ろ
と
は
一

慨
に
言
え
な
く
な
る
だ
ろ
う。

況
し
て
炭
字
語
句
の
迎
用
か
ら
考
え
れ
ば、

菅
公
の
「
此
秋
独
作
-

1

我
身
秋
こ

の
詩
句
は
楽
天
の
「
秋
来
只
為
-l
一

人
ー

長」
の
詩
句
よ
り
も、

む
し
ろ
元

租
の
「
秋
非
-I

我
独
秋
ー
」

の
方
に
よ
り
近
い
の
で
は
な
い
か。

元
碩
は
江
陵
に
左
遷
せ
ら
れ
て、

「
秋
非
二
我
独
秋
ー
」

と
詠
じ
た
。

そ

れ
と
同
じ
心
境
で、

感
慨
無
舟
で、

菅
公
は
「
此
秋
独
作ーー
我
身
秋
一
」
に

詠
歎
し
た。

道
真
の
貶
謡
を
よ
ん
だ
詩
を
見
る
と、

元
租
の
詩
へ
の
感
情
移

入
の
ひ
び
き
及
び
漢
学
の
造
詣
も
短
え
る
だ
ろ
う。

（
元
和
六



r
古
今
和
歌
築」
恋
五、
七
四
七
に、

五
条
の
き
さ
い
の
宮
の
に
し
の
対
に
す
み
け
る
人
に、

本
い
に
は
あ

ら
で、
も
の
言
ひ
わ
た
り
け
る
を、

睦
月
の
十
日
あ
ま
り
に
な
む、

ほ
か
へ
閑
れ
に
け
る。
あ
り
所
は
聞
き
け
れ
ど、
え
物
言
は
で、
又

の
年
の
春、

梅
の
花
ざ
か
り
に、
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜、
去

．

年
を
恋
ひ
て、
か
の
西
の
対
に
行
き
て、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で、
あ

ば
ら
な
る
板
敷
に
ふ
せ
り
て、
よ
め
る

在
原
菜
平
朝
臣

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

が
あ
る。
こ
れ
は
菜
平
の
代
表
作
と
も
い
う
ぺ
き
一
首
で
あ
る。
古
来
の
注

釈
は
上
の
句
の
二
つ
の
「
や
」
（
助
詞）
を
反
語
と
見
る
か、
詠
歎
と
見
る

か
に
よ
っ
て、
諸
説
が
あ
る。

さ
て、
こ
の
歌
を、
白
楽
天
の
「
春
至
但
知
レ
依
二

租
春＿
」
（
「
別
下

証＿
云
盃
竺
花
樹
上
両
絶」
よ
り）
に
拠
ろ`

と
す
る
説
谷
芋
彦
二
郎
氏
霊
安
時

代
文
学
と
白
氏
文
集
増
補
版」
二
八
頁）
や、
初
固
詩
人
劉
希
夷
の
有
名
な
「
代
ニ

白
頭
吟
こ
の
「
今
年
花
落
顔
色
改、
明
年
花
開
復
誰
在
（
中
略）
年
年
歳

歳
花
相
似、
歳
歳
年
年
人
不
レ
同
」

の
気
分
か
ら
陪
示
を
得
た
と
視
る
小
島

惑
之
氏
の
説(
r
上
代
日
本
文
学
と
中
曲
文
学L
下、
一
八
三
五
頁）
な
ど
が
あ
る。
ま

た、

金士
薔
氏
の
F

占
今
和
歌
巣
評
釈
昭
和
粧
邑
（
昭
和
二
年
刊
明
治
魯
院）
は
こ

れ
を
趙
蝦
の
詩
「
獨
上
l

i

江
捜
云
溢四
然、
月
光
如レ
水
水
迎レ
天、
同
来
翫レ
月
人

何
処、

屏
京
依
稀
似
l

老
ぎ」
と
同一
軌
で
あ
る、
と
言っ
て
い
る。
発
想
の
仕
万

は
そ
れ
ら
の
中
国
の
淡
詩
に
由
来
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が、
従
来
様
々
な
解
釈

が
行
な
わ
れ
て
い
て、
そ
の
舟
趨
も
知
ら
ぬ
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

一
首
の
歌
が
そ
う
し
た
混
乱
の
情
緒
か
ら
奔
り
出
た
も
の
と
す
れ
ば、「
や」

と
い
う
助
洞
も、

反
語
と
も
詠
歎
と
も
付
か
ぬ
取
り
留
め
の
な
い
も
の
で
あ

っ
て
も、

技
巧
力
の
欠
陥
と
は
言
え
ぬ
と
思
う。
ど
ち
ら
に
し
て
も
よ
い
遥

れ
た。

け
れ
ど
も、
元
祖
の
「
春
非
我
獨
春」
及
び
そ
の
引
用
の
元
と
な
っ
て
い
る

「
日
出
入」
で
の
「
時
世
不―
A只
レ
人
同一
」

を
ふ
た
た
び
見
る
と、
そ
の
底

流
に
心
情
の
相
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う。

い
ず
れ
に
せ
よ、
業
平
の
詩
句
の
上
の
句
と
下
の
句
に、
自
然
と
自
分
の

身
の
上
と
が
切
実
に
対
照
せ
ら
れ、
ボ
ツ
リ
と
途
切
れ
た
よ
う
な
結
句
の
陰

に
千
万
無
歴
の
も
の
お
も
い
が
む
な
し
く
語
ら
れ
ず
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
だ

け
は、

語
釈
の
相
迎
を
超
え
て`

逐
語
訳
と
い
う
壁
を
突
破
し、

確
突
に
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う。

元
椒
の、

天
地
の
迎
行
や
四
季
の
推
移

は
変
ら
な
い
の
に、
人
間
の
境
遇
は
変
わ
る
と
い
う
意
図
が
業
平
の
歌
に
生

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

愛
し
合
っ
た
二
人
が
ど
ち
ら
の
心
変
り
で
も
な
い
の
に、
引
き
割
か
れ
て

し
ま
っ
て、
今
は
女
の
居
る
場
所
は
見
当
が
付
い
て
い
て
も、

絶
対
に
そ
こ

へ
通
う
術
は
無
い。
そ
ん
な
悲
劇
的
な
境
遇
に
陥
っ
た
業
平
は、
照
り
も
せ

ず、

登
り
も
果
て
ぬ
春
の
夜
の
馳
月
に
女
の
面
綸
を
想
い
描
き、
甜
郁
と
た

ち
こ
め
る
梅
の
香
り
に、
彼
女
の
衣
袋
の
移
り
香
を
想
い
出
し
た
り
し
て、

彼
は
悔
恨
と
も
抗
議
と
も
悲
咲
と
も
付
か
ぬ
気
持
に
な
っ
た。
言
っ
て
み
れ

ば、
菜
平
は
そ
れ
ら
の
す
ぺ
て
が
錯
綜
し
た
惑
乱
の
思
い
の
中
で
一
夜
を
過

し
た。
そ
し
て、
こ
の
よ
う
に、
一
首
の
歌
が
そ
う
し
た
惑
乱
の
中
か
ら
生
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理
で
は
な
い
か
。

そ
の
歌
の
全
体
が
す
っ
き
り
し
た
口
語
訳
に
さ
れ
に
く
い、

ね
じ
れ
た
表
現
に
な
っ
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り、

ま
さ
に
、

業
平
の
当

時
の
心
情
の
反
映
で
は
な
い
か
と
思
う。

こ
れ
は、

菜
平
の
技
法
的
欠
陥
と

な
ら
ず、

か
え
っ
て
豊
富
な
余
情
が
紙
面
に
躍
り
な
が
ら、

効
果
を
あ
げ
て

い
る
と
私
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

*

＊

＊

*

*

＊

*

 

自
然
の
永
遠
的
不
変
性
と
人
生
の
は
か
な
さ
と
の
対
比
に
よ
っ
て、

燦
月

の
移
ろ
い
へ
の
哀
歎、

そ
し
て
む
な
し
く
人
事
の
変
わ
る
こ
と
を
詠
歎
す
る

の
は、

言
う
ま
で
も
な
く、

中
日
詩
人
達
の
間
に
相
通
ず
る
感
銘
で
あ
ろ
う。

発
想
の
源
は
中
国
の
漠
詩
に
由
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
が、

作
者
は
そ
の
時

の
心
情
を
素
直
に、

感
助
し
た
ま
ま、

粉
飾
な
し
に
自
分
な
り
に
漢
話
を
自

分
の
詩
の
中
に
熔
化
し、

歌
を
詠
み
上
げ
て、

漠
詩
の
逐
語
訳
で
は
な
く、

詩
作
の
気
分
を
作
成
で
き
る
な
ら
ば、

牲
に
そ
の
歌
の
価
値
は
抹
殺
し
え
な

い
と
思
う。

同
じ
源
流
か
ら
地
勢
に
よ
っ
て
違
う
方
向
へ
活
淫
と
流
れ
て
い

く
こ
と
こ
そ
文
化
の
花
を
咲
か
せ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う。

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
（
二
）

愛
媛
国
文
と
教
育
（
愛
媛
大
学）

大
阪
青
山
短
大
国
文

大
谷
女
子
大
国
文

第
五
号

第
十
九
号

大
妻
国
文
（
大
妻
女
子
大
学）

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科）

第
二
十
号

第
二
十
号

大
衰
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

学
大
国
文
（
大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室）

香
推
洞
（
福
岡
女
子
大
学
因
文
学
会）

第
三
十
四
号

第
十
九
号、

第
二
十
号

活
水
日
文
（
活
水
学
院）

活
水
論
文
集

第
三
十
二
集

金
沢
大
学
教
養
部
論
集

人
文
科
学
覇

岐
阜
女
子
大
学
紀
要

第
十
八
号

岐
阜
大
学
国
語
国
文
学

第
十
九
号

九
州
大
谷
国
文
（
九
州
大
谷
短
期
大
学）

第
十
八
号

金
城
国
文
（
金
城
学
院
大
学）

第
六
十
五
号

近
代
文
学
綸
染
（
日
本
近
代
文
学
会）

研
究
紀
要
（
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所）

第
三
十
六
号、

第
三
十
七
号

言
語
学
論
叢
（
筑
波
大
学
一

般
・

応
用
言
語
学
研
究
室）

考
（
考
の
会）

高
知
大
国
文

第
十
二
号

甲
南
国
文
（
甲
南
女
子
大
学）

甲
南
大
学
紀
要

文
学
編

72

語
学
と
文
学
（
群
馬
大
学
語
文
学
会）

語
学
・

文
学
研
究
（
金
沢
大
学
教
育
学
郡
国
語
国
文
学
会）

国
語
科
関
係
論
文
（
宮
山
大
学
教
育
学
部）

第
二
号

第
十
九
号

第
二
十
五
号

第
三
十
六
号

恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
紀
要

研
究
紀
要
（
尚
網
大
学）

第
一

号

第
二
十
一

号

第
三
十
二
号

第
八
号

第
三
十
七
号

第
十
四
号

26
ノ

2
`

27
ノ

ー

第
十
八
号
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